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１．はじめに 

Linked Open Data(LOD)という機械可読なデー

タ形式を用いた WEB 利用が進み始めている。そ

こではデータ提供者とは別なアプリ製作者が提供

者とは別な視点で自由にデータを２次利用できる

という世界が開けている[1-3]。 

本稿では我々が現在取り組んでいる、LOD 普及

のための基盤技術及び支援システムについて概要

を述べる。オープンデータが持つべき機能である、

意味や概念の共有化及び LOD アプリ開発支援シ

ステムを含む。 

２．世界の LODを集める 
  我々はエンドユーザーが RDF データを

JavaScript で登録及び検索するいわゆるマッシュ

アップでそれを行うのを支援する Web サイト、図

１に示す SparqlEPCU[4]を構築してきた。RDF

登録・検索に利用できるサイトとして外部ユーザ

ーの BLOG や SlideShare でも紹介されている。 

図１．LOD アプリ開発環境 SparqlEPCU 

2 次利用を促進するためには世界に散在する LOD

を 知 る必 要が ある 。 今 回 我々 が構 築し た

LODlinker[6,7]では、各 LOD の情報のうち RDF

クラスを収集してサイト内データベースに格納し

ておくことで、ユーザーがデータ規模やスキーマ

情報が取り出せるようにしている。主な機能とし

て 

 LOD の URI 登録

 各 LOD への SPARQL[5]要求

 RDF クラス検索

がある。ここで RDF クラス検索では、RDF クラ

スのラベルか URI に埋め込まれたクラス名を探索

する。図 2 にデータの流れ、図 3 に収集データの

規模を示す。 

図 2．LODlinker2 システム 

図 3．収集した LOD の統計 

３．語彙の設計と SPARQLの半自動生成 
LOD の場所、つまりその URI が分かったらそ

こに在るデータの検索を行うことになるが、それ

を行う検索式である SPARQL を書くのは一般に

ある程度の習熟が必要であり、各データに繋がる

データを調べたりすることが必要になる。そこで

SPARQL Creator なる検索式作成支援システムを

構築した。そこでは LOD を指定するとそこに存

在する RDF クラス及びそれに係わるプロパティ

を表示してくれる。エンドユーザが各プロパティ

に対し様々な条件を GUI 上で選択し付加して行

くと、図 4 に示すように SPARQL 検索式を自動

生成してくれる。これに加えて RDF クラスやプ
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ロパティを図 5 に示されるようにグラフィカルに

図示する機能も提供している。 

図 4．SPARQL Creator 

図 5．名古屋市市営バスデータの RDF グラフ 

４．LODアプリケーションの例 

 アプリケーションの例として、名古屋市交通局

が Web サイトで公開している名古屋市市営バスの

バス停の緯度経度及び時刻表のエクセルファイル

から構築したアプリケーション例を紹介する。現

在公開されているデータ形式では、２次利用可能

な RDF データ形式に容易に変換できるレベルで

はなかった。今回はエクセルファイルから一旦

CSV に、更に関係データベースのテーブルに変換

した上で SparqlEPCU に２次利用可能な RDF デ

ータの登録を行っている。バス停の数が 3785 箇

所、発車時刻データは 38 万件、路線数 657、ト

リプル数 200 万件に及ぶ。見知らぬ町を訪ねた場

合でも、携帯端末で現在位置から徒歩でバス発車

時刻を教えてくれ、周辺地域のバス停配置、路線

を教えてくれる。 

 このであーたに対し、図５に SPARQL 設計に

使用したデータのスキーマ表示とも言える RDF

グラフを、図６にエンドユーザが見る GUI を示

す。 

図 6．名古屋市市バス 

５．オントロジーを使った文書や画像認知 

  予備的な段階ではあるが、階層型オントロジー

を用いて画像やテキストの認知や概念の学習を行

う方法の検討にも取り組んでいる[8,9]。 

６．まとめ 

 我々が推進している LOD アプリケーションの

開発支援システム及び語彙の共有・検索システム

について概要を述べた。オープンガバメントの流

れもあり、現在 Civic Technology と称して国や自

治体の公共データ、施設、資産などを ICT 技術を

用いて広く市民で利活用して行く流れが世界的に

も広がりつつある。それを進める意味でも今回報

告したツールやシステムを発展させていきたい。 

参考文献 
[1] 年岡晃一、鈴木裕利、”文書管理システム ONTDOC でのオントロ

ジー・メタデータの利用”, 第 7 回情報科学技術フォーラム

（FIT2008）L-026 Vol4 pp145-146,2008 年 9 月. 

[2] DBpedia. http://dbpedia.org/(2012/10/01) 

[3] CKAN http://data.linkedopendata.jp/ 

[4] 藤本椋也、安江翔平、年岡晃一、” LOD クラウドとしての RDF

サーバー”,人工知能学会研究会資料 SIG-SWO-A1202-02,2012.10  

http://lodcu.cs.chubu.ac.jp/SparqlEPCU 

[5]“SPARQL Query Language for RDF”   http://www.w3.org/TR/rdf-

sparql-query/ 

[6] 大谷世紀,藤本 椋也,大野 貴之,年岡 晃一 "Web 上に散在する

LOD の RDF 語彙収集システム” 電気関係学会東海支部連合大会

2014,Po2-1 

[7] LODlinker http://lodlinker.org/ 

[8]藤本椋也，山西良典，岩堀 祐之，年岡 晃一，福本 淳一"オン

トロジーを利用した Web 画像サイトからの階層的画像データセ

ット生成", ARG SIG-WI2, Vol.4, pp.13-18, 2014. 

[9]藤本椋也，山西良典，岩堀 祐之，年岡 晃一，福本 淳一"画像

の意味理解のための階層的画像データセット生成", MIRU 

2014,pp.1-2, 2014. 

106 情報科学リサーチジャーナル　Vol.22　2015.3

http://dbpedia.org/(2012/10/01)
http://data.linkedopendata.jp/
http://www.w3.org/TR/rdf-sparql-query/
http://www.w3.org/TR/rdf-sparql-query/
http://lodlinker.org/



